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土壌汚染問題
・各種汚染物質(有機塩素系溶剤、重金属、農薬類、
ダイオキシン類)が基準値を超えて発見される

・人の健康や生活環境に悪影響を及ぼす

・蓄積性の汚染

汚染土壌処理

掘削除去

・高コスト

・二次汚染の発生

原位置措置

・処分場の不足

・低コスト

・低環境負荷

・土壌浄化の確実性を
保証することが必要



固化材

研究目的 2 / 9

研究目的
汚染土壌に浄化剤ならびに固化材を添加し、

・それぞれの添加量に応じた環境汚染物質の溶出量

・固化材養生期間に応じた環境汚染物質の溶出量

を調査すること

浄化剤

・汚染物質を吸着、浄化

・活性炭、ゼオライト粉末、シリサイド粉末を
含む混合粉体

・汚染物質を不溶化

・ポルトランドセメントを主成分とする

Cr(Ⅵ)
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模擬六価クロム汚染土 2.5 g

浄化剤 0 g, 0.025 g, 0.05 g, 0.25 g

1 week静置(室温)

固化材 0 g, 0.096 g, 0.19 g, 0.38 g 

振とう(200 rpm, 6 hr)

20 min静置(室温)

遠心分離(3000 rpm, 20 min)

0.45 μmメンブランフィルターでろ過
ろ液10 mL採取

ICP-AES測定

0.1 mol/L硝酸 2.5mL

(1)浄化剤・固化材の添加量と汚染物質の溶出量

蒸留水 25 mL

真砂土40 g

500 mg/L Cr (Ⅵ)aq. 

20 mL

250 mg/kg模擬六価
クロム汚染土

pH 5.65 (21.6℃)

1 week乾燥、蒸発乾固

模擬汚染土壌の調製

※250 mg/kg : 六価クロムの
含有量基準値

(溶出量基準値は0.05 ppm)
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模擬六価クロム汚染土 2.5 g

浄化剤 0 g, 0.025 g, 0.05 g, 0.25 g

1, 2, 3, 4 week静置(室温)

固化材 0.38 g 

振とう(200 rpm, 6 hr)

20 min静置(室温)

遠心分離(3000 rpm, 20 min)

0.45 μmメンブランフィルターでろ過
ろ液10 mL採取

ICP-AES測定

0.1 mol/L硝酸 2.5mL

(2)固化材の養生期間と汚染物質の溶出量

蒸留水 25 mL
真砂土40 g

500 mg/L Cr (Ⅵ)aq. 

20 mL

250 mg/kg模擬六価
クロム汚染土

pH 5.75 (18.9℃)

1 week乾燥、蒸発乾固

模擬汚染土壌の調製
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Fig. 1. 養生期間1 weekにおいて浄化剤のみを添加した場
合のクロム溶出濃度の変化
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Fig. 2. 固化材養生期間1 weekにおいて固化材のみを添加
した場合のクロム溶出濃度の変化
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Fig. 3. 固化材養生期間1 weekにおいて浄化剤、固化材の
添加量を変化させた場合のクロム溶出濃度の変化
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Fig. 4. 150 kg/m3固化材の養生期間を変化させた場合の
クロム溶出濃度の変化
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結論

浄化剤単独の使用

固化材少量の使用

浄化剤ならびに
一定量以上の固化材の使用

増加

減少

増加

クロム溶出濃度

➤

➤固化材の養生期間を延ばす 増加する傾向あり

一定量以上の浄化剤ならびに
一定量以上の固化材の使用

養生期間に
よらず減少

今後の課題
六価クロムと同様に環境汚染物質であるセレン等について
浄化剤および固化材の濃度を変化させる研究と固化材養生期間
を変化させる研究を行い、溶出濃度の違いを調査する


